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〔2011年度 日本農業経済学会論文集〕

農業後継者 における情報ネ ットワークの特質 と地域的支援の課題

小林国之 ・高梨子文恵

(北海道大学大学院農学研究院)

 The Network of Young Farmers -How are they embedded in rural region?-
(Kuniyuki Kobayashi, Fumie Takanashi)

1.は じめに

　本研究の目的は,農 業後継者がもつネットワークの構成,範 囲の特徴を,農 村にある諸組織(集 落

組織や農協組織など)と の関連(埋 め込み 「embeddedness」)か ら明らかにすることである.そ れに

よって,今 後農業経営主となる後継者が抱 える課題 とそれへの地域的支援のあり方について,ネ ッ ト

ワークの視点から考察を加える(註1).

　本研究では,農 業経営を担 う主体が営農に関する様々な情報を収集 した うえで,情 報を分析,判 断

し,経 営行動 として反映させていく,一 連の活動の場 として,ネ ッ トワークをとらえる.ネ ッ トワー

クは,個 人の行動に大きな影響 をもたらすものとして注目されてきた、また,個 人が持つネッ トワー

クは,す でに地域に存在している社会経済的な関係 に 「埋め込まれ」てお り,そ の影響を受けて展開

するとい うことが指摘されている,さ らに農村振興の研究対象として,農 業経営体や政策な どではな

く,ネ ットワークを対象とする研究の有効性も研究されている(註2).

　 日本における農業,農村分野でのネ ットワーク研究も90年 代後半か ら行われるようになってきた.

それまでの 「イエ」,「ムラ」とい う強固な関係に捉えられた農業経営者 とい う姿ではなく,そ れ らを

飛び越えたネッ トワークを主体的に形成しながら農村で活動する新たな経営主像が実際に現れ,そ れ

を理解 しようとい う動きである,こ れからの農村社会のあり方を 「農村市民社会」と定義 し,そ の運

営主体として従来のイエやムラではなく自立 した個人のネッ トワークである 「多様な集団のリーダー

連合」として捉えたものに,宇 佐美 〔8〕がある,こ うしたネ ッ トワーク型の組織が これか らの農村

社会のあ り方の一つとして展望されている,

　一方で,能 動的なネッ トワーク形成ではなく,こ れまでの農業 ・農村に関する組織(集 落組織 農

協組織など)が 未だに機能 している地域において,そ れらの既存のネッ トワークと能動的に形成され

たネットワークとの関係 について分析 したものはない,ま た、後継者のネッ トワークに注 目をした分

析もあま り行われていない(註3),

　現在我が国の農業政策はこれからの農業の担い手 として農外か らの企業参入による 「企業的経営」

や 「起業家精神」をもつ農業者が想定されている,ま た,地 域農業発展の一つの方策 としての,六 次

産業化,農 商工連携に向けて様々な政策支援がなされている,も し仮にそ うした方向で日本農業の担

い手を想定するならば,あ らたな農業経営者のあり方を実現するためには,そ れに応 じた新たなネ ッ

トワークが必要 となる.し たがって,こ れからの地域農業を担ってい く後継者のネッ トワーク構成 と

範囲を,既 存の農村組織 との関係から明らかにすることが必要である.

　本研究では,上 記の課題を特定の地域を対象 として,後 継者のネ ットワークを既存のネ ットワーク

との関係(埋 め込み)と,個 人が主体的に形成 しているパーソナルネ ットワークとい う二段階で把握

することで接近する.

　分析は北海道訓子府町を対象 とする.訓 子府町は専業農家の多い北海道においても,三 世代の家族

経営を中心として分厚い家族経営が展開している,タ マネギ,一 般畑作,青 果物を中心 とした地域で

ある,町 は,1980年 代 とい う早い時期から減農薬栽培などに取 り組み,現 在の経営主世代が中心とな

り,既 存の農業生産のあり方を革新 して現在につながる地域農業を形成 してきた,



2.訓 子府町農業の特徴と農家世帯構造

北海道 のオホーツ ク

地方に位置する訓

子府町は,作 付面

積i5,997ha(2008

年),農 家戸数317

戸(2010年)の タ

マネギ,畑 作中心

の専業農業地帯で

ある(第1表),農

家世帯の中で三世

代(「親+経 営主夫

婦+未 婚の子供」

が全農家 世 帯 の

39%)力 弐おお く,

分厚い家族経営によって地域農業が維持 されている点が大きな特徴である,

同時に,現 在の中心となっている団塊世代の経営主が今後10年 ほどで経営継承の局面を迎えるこ

とになり,地 域農業の主人公が交代する時期を迎える,現 経営主世代が中心 となって1987年 から始

められた玉ねぎ,馬 鈴薯の特別栽培は,1991年 のコープこうべのフー ドプランへの参加等を契機 とし

て,そ の後量販店との取 り引きを拡大 して現在に至っている,豊 富な後継者群を有する訓子府町を対

象とすることで,こ れからの地域農業を担 う後継者 のネッ トワークの特質をより明確に分析できると

考えられ る,

3,地 域農業担い手 としての後継者層のジレンマ

訓子府町では三世代にわたる家族経営が,そ の中心をなしてお り,労 働集約的な農業を展開してき

た.そ うしたなかで,こ れからの地域農業を担 う 「後継者層」の今後の意向について,第2表,第3

表をみてみ よう,こ れは2010年7月 に実施 した聞き取り調査 を基に作成 したものである,後 継者の

属性別(経 営管理を行っているかどうか,お よびみずからの経営への危機意識)に,今 後の展開とし

て 「経営の多角化」および 「販売チャネルの多角化」への関心を聞いたものである(註4).こ れによ

ると,後 継者世代では経営管理の主体にかかわらず,経 営お よび販売チャネルの多角化に高い関心を

寄せていることがわかる.ま た,同 時に調査をした 「自分の農業経営への不安感」 とのクロスで見て

も,全 体的に多角化へ高い関心を寄せている,経 営管理の主体別に見ると,み ずか ら経営管理に関わ

っている後継者においても,経

営管理を していない後継者 と同

様の割合で関心を寄せている

とい う事実は,「多角化」への

関心が後継者層の素朴な 「希

望,夢」とい うだけではなく,

より現実的な課題 として捉え

られていることを示 している

と読み取ることができる.

実際にも,農 家 レス トラン

の試行的な取 り組みや,農 産

物の直売所の設置,地 元市場

と連携 した新規作物の導入な



どを開始 している後

継者も一部には見 ら

れている.こ うした

「関心」とともに,

後継者には経営継承

に向けての準備も必

要となる.

第4表 は今後関

心があることをより

具体的な項 目として

質問した回答である,

これによると 「今は

自分の経営に専念 したい」とい う回答が最も多くなっている,七 戸 〔10〕の整理によれば後継者が経

営主となるまでに身につける経営管理能力 として 「生産過程の管理」,「経常的資金管理」,「長期的財

務管理」,「財産管理」 とい う段階に分 けて整理をしている(七 戸 〔10〕p277).こ うした成長過程に

ある後継者は,現 在の後継者は父親でもある現経営主にまずは認められることで,は じめて 自分のや

りたいことができる,と い うジレンマを抱えているといえよう(註5),

4,「 関心」の実現に向けた後継者のネットワーク

次に,上 記のようなジ レンマを抱えている後継者が形

成しているネッ トワークに付いてみてみよう,か りに農

産加工,直 売,農 家 レス トランな どの取 り組みを具体化

するためには,こ れまでの農業生産に関わる様々な組織

との結びつきとはことなるネッ トワークを形成 してい く

ことが必要 となる.小 林 ・三谷 〔9〕では,「放牧酪農」

とい う新たな取 り組みを行っている経営主 と,既 存の経

営を行っている経営主のパーソナルネ ットワークを比較

分析し,「放牧酪農」のネ ットワークが,集 落や農協 とい

った既存の農村ネッ トワークとは異なっていることを指

摘 し,そ のネッ トワークが経営主の新たな展開を支える

要因となっていることを明 らかにしている,

そ うした視点から,後 継者のネ ットワークを見てみよ

う,ネ ッ トワークとは前述のように 「農業経営を担 う主

体が営農に関する様々な情報を収集 した うえで,情 報を分析,判 断 し,経 営行動として反映 させてい

く,一 連の活動の場」である,ネ ットワークに関する調査は,二 段階の方法をとった,ま ずは,既 存

の農村組織との関係 を明らかにする,家 族,集 落,農 協 とい うこれまでの農村組織の枠組みを設定 し

て,そ れぞれとどのような関係 を結んでいるのかを聞き取 り調査 した.そ れはいわば,す でにある組

織(目 に見える形の組織)と の関係を把握するためである,そ れにくわえて,つ いで,個 人の主観的

価値判断に基づ くネ ットワーク(パ ーソナルネッ トワーク)を 調査した.そ の手法は,Bulter〔1〕,

Magnani〔3〕 を参考にして,調 査対象者に 「自分が営農 を行ってい く上で,重 要だとかんがえる人

物を教えてください」とい う定型質問を行い,そ れぞれの人物(ノ ー ドとい う)の 属性,知 り合った

契機,接 触頻度,ノ ー ド相互の接点を聞き取 りするとい う方法を採用 した(註6),



1)既 存農村組織とのネッ トワーク

第5表 は,後 継者の属性別に相

談先を整理 したものである,こ れ

にょると,相 談先 として最も多い

ものが 「家族」で,っ いで 「実践

会(集 落)」 がおお くなっている,

サンプル数が少ないために統計的

な議論はできないが,後 継者の属

性 との関係で見ると,就 農年数が

短いほど,ま た経営管理を行って

いない方が,「家族」以外の相談先

を持っている傾向がみられる,そ

の理由について,経 営主との比較

から以下のような理由が考えられ

る,紙 幅の関係で表出していない

が,経 営主の情報収集についてみ

ると,そ のほとんどが生産者部会

による研修などであった.ま た,

農閑期の過ごし方は,部 会研修や

税務申告の書類作成が主な内容と

ってお り,み ずからの情報収集の

ために積極的にネッ トワークの拡大に取 り組むことが困難 なことが窺えた,一 方,後継者では農閑期な

どに比較的自分の時間を持つことができている(註7),し かし,後 継者世代においても,経 営継承に

近づくにつれて経営主に代わって部会組織への参加などがふえてお り,農 協や部会,集 落などの既存

の組織 とは異なるネ ットワークの形成が困難 となっているとい う可能性が指摘出来る,

後継者においては,「家族」や 「実践会の仲間」がおもな相談先 となっていることがわかった,で は,

実際に家族の中で,後 継者の意向はどの程度反映されているのであろうか.紙 幅の関係で表出はしな

いが,経 営に関する家族での話 し合いを行っている後継者は9割 以上であり,意 見が異なったときに

意見を聞き入れて くれると回答 したものが30%,あ る程度聞き入れてくれるというものが60%近 くな

っている.以 上か ら,家 族の内では比較的よく話 し合いが行われ,主 観的評価ではあるが後継者の意

見もよく聞き入れられているとい う結果 となっている,

以上を整理すると訓子府町の後継者世代は,品 目の増加,生 産以外の部門への取 り組み,販 売チャ

ネルの多角化とい う意識をもってはいるが,ネ ッ トワークの実態 としてはその実現にむけて情報収集

や判断を行 うための新たなものは形成されてお らず,「既存の農村ネ ットワーク」に 「埋め込まれ」て

いるといえよう(註8).

5,既 存組織 との関係から見た後継者の情報ネッ トワーク

前出第5表 のように後継者の相談先 としては,家 族や地域が多くなっている.そ の実態についてよ

り詳細に分析するために後継者9人 に対 して聞き取 り調査を実施 した.調 査対象の選定は,就 農後の

年数が偏 らないこと,さ らに各種部会や4Hク ラブなどの活動に積極的に関わっている人物を農協へ

依頼 した.相 談先としての地域とい う場合,ど のようなネ ットワークを形成 しているのであろうか.

まずは,町内における後継者世代が関わる農協組合員組織について,整理をしたものが第1図 である,

訓子府町では農協が農業者組織の中心的存在である,多 くの後継者は農協青年部に加入 しているが,

組織への参加は実践会 と呼ばれる集落単位での活動(親 睦活動 ・情報提供など)が 主体である,ま た

訓子府町の特徴 としては,経 営主世代の組織である 「生産部会」のなかに後継者層を対象とした 「玉



葱振興会青年部」,「玉葱振興

会玉葱研究会」,「畑作専門部」

とい う組織があり,独 自の研

究 ・試験活動などを行 ってい

る点である.町 内にはそれ以

外 の青年層の組織 として4H

クラブも積極的な活動を行っ

ている,

聞き取 り調査 より後継者世

代の情報ネットワークについ

て整理 したものが第6表 であ

る,後 継者の主要な相談先で

ある家族 と集落にっいて,よ

り具体的にどのような内容に

ついて情報交換を行っている

のかを調査 したものである.

相談先 として経営主と集落(同 世代 ・親世代),内 容 として 「短期的 ・技術的課題」,「中長期的課題(品

種選択,新 規作物の導入など)」,「5-10年 後の経営について」について調査を行った,ま た,集 落 と

の関係(「同世代」,「親世代」)について聞き取 りを行った,集 落 との関係とは,第1図 にあるように,

集落 ・地区を範囲とした地域の組織及び農協組織のなかで,同 世代および親世代 とどのような接点が

あるかを聞き取 りした,結 果を見ると,経 営主 との間では短期的,技 術的な内容が主 となっているこ

とがわかる,



中長期的課題や5-10年 後の経営について同表を見ると,年 齢がある程度上の場合は部会の青年部

組織や友人などと情報交換を行っていることがわかるが,比 較的若い後継者ではそ うした内容につい

て相談する先は限定的であることがわかる,同 じ表か ら後継者の集落 ・地域 との結びっきとして集落

との関係をみると,No.1やNo,2は,部 会や利用組合,ま たは集落の同世代 との結びっきを積極的に

持っとい う意識が見えるが,そ れ以外の後継者の集落 との結びつきは,同 世代,親 世代 ともに限られ

ている,以 上から後継者の情報ネッ トワークは,主 に経営主である親 との短期的 ・技術的なものが中

心であるといえる.

2)後 継者のパーソナルネットワーク

第7表 は,調 査対象後継者のパーソナルネッ トワークについて整理をしたものである.

自分が経営を行っていく上で重要 と考えている人物を聞き取った.そ こで明らかとなったネ ットワ
ーク構造をクリーク(強 い関係で結ばれている集団)と その属性 とい う点から分析を行った .こ れに

よると,多 くは集落 ・地域内の同質的(同 年代)の 集ま りが中心となっていることがわかった(No.3,

No.6,No.8),同 じ集落で年代が近 く,青 年部などが契機 となったつなが りである.ま た,個 人の主

観的判断に基づくパーソナルネットワークを聞き取るとい う手法により,例 えば農協青年部支部長で

あるNo.3が,青 年部活動を通じて知 り合 う可能性の高い異質的なネ ットワークを重要なものとして

はあげていないとい うことがわかった,こ うした違いがなぜ生 じるのか,と い う点について今回は十

分に考察できないが,農 協青年部な どの既存の農村ネッ トワークと,パ ーソナルネッ トワークとの性

質 ・機能の違いを検討する一つの材料となるとも考えられる,

さて,次 に異質な主体とのネットワークにっいてみてみよう,こ こでい う異質な主体 とのネ ットワ
ークとは,集 落 ・地域内でも年代の違 う主体 との結びつきや,地 域を越え出た主体との結びっきを指

している,集 落 ・地域内(異 質的)な ネ ットワークを形成 しているNo。1やNo,5な どは比較的就農年

数が長 く,農 協の生産部会(青 年部ではな.く)な どに参加するようになることで異なる年代 とのっな



が りができている,No,1で は特別栽培(有 機栽培)を 行 う50～60歳 代の5人 がメンバーの部会に30

代として一人参加 してお り,親 世代 との交流が図 られている,こ れは少人数のいわゆる 「こだわ り栽

培」の部会が多く存在するとい う訓子府町における生産者組織の特徴によるものである,聞 き取 り調

査によれば,こ うした親世代との交流があるNo.1農 家が,集 落内の後継者世代のリーダー とな り,

かれらを異質的なネッ トワークと結びつける一つの拠点 となっていた,今 回の調査では,後 継者の若

い世代において集落や親世代との結びつきが限定的であることが明らかとなったが,そ うした人々を

異質なネットワークを持っ主体が広いネ ットワークに結びつけ,多 様な情報入手を可能とする条件 と

して必要な存在となっている,

また,同 じく異質的なネッ トワークを形成 しているNo.5も,親 世代とのつなが りをもっている.

本人が特別栽培な どに関心を持ち,そ れに取 り組んでいる生産者 と積極的にコンタク トをとったこと

がネットワーク形成の契機である.そ のつなが りを経由して同質的なネッ トワークからは知 り合 う機

会の少ない地方市場の青果物卸売業者 と知 り合 うこととなった,そ の後集落内の気の合 う同世代の仲

間を巻き込むことで,野 菜の新品種の導入 とその直接販売に結びつけている.ま た,趣 味(写 真)を

通 じたイ中間から情報を収集 し,そ こか ら農村の風景をピーアールすることにも関心を寄せるなど,ネ

ットワーク拡大の重要な役割を果た している.No9は,消 費者 との交流に関心を持っている,具 体的

な行動には至っていないが,そ うした関心を持つ契機 として,都 市部で農業と関係のない仕事をして

いる専門学校時代の同級生の存在をあげている,

このように,異 質的なネットワークが後継者世代において新たな取 り組みをする際に重要な契機 と

して必要であることがわかる,

6.お わりに

後継者のネッ トワークの特性を整理 してみよう,最 も主要なネ ットワークは同世代 ・同質的なもの

である,そ の形成要因は,集 落をべ一ス とした同世代によるものであり,農 繁期に作業の合間などで

顔を交わせ るなどのつなが りが主である,し か し集落での集ま りは希薄化する傾向がある,特 質 とし

ては,情 報収集が主であり今後の経営などについて話 し合 うことはほとんどない.一 方同世代であっ

ても大学 ・専門学校な どを契機 とした同級生のネッ トワークでは,地 域が広域であること,さ らに農

業以外の分野とのつなが りを持つことか ら異質化を生み出す可能性も有 していることを指摘できよう,

次に,少 ないが異世代 とのネッ トワークも見 られた,形 成要因 としては機械の共同利用,ク リーン

農業を行 う生産者部会な どがあげ られる,こ れ らは,共 同利用組織が存続 し,か つ減農薬,有 機栽培

な どの取 り組みが生産部会のなかで別の部会 として組織化されて行われてきたとい う訓子府町に特徴

的なネットワークといえよう.特 質 としては,技 術的な内容が主ではあるが,自 分の親からは聞けな

い情報を入手することができ,一 部後継者ではそれを契機に新たな販売ルー トに結びつけている事例

も見られた.

後継者のネッ トワークは,経 営主 として成長 していく過程で変化することが考えられる,本 研究で

は,後 継者の属性(就 農年数 作業分担など)と の関係は十分には分析できなかった点は今後の課題

である,今 回の調査では 「その他」に分類 したような異世代,広 域的なネッ トワークを形成 している

後継者はほとんど見 られなかった,訓 子府町においては,三 世代を中心とした家族経営がその中心 と

なってお り,分 厚く存在する家族経営群の中では,今 後の地域農業の担い手はその大勢を現在の後継

者が担 うことになる,そ して彼 らが今後,地 域農業の担い手 として新たな取 り組みを行 うためには,

その契機 としての異質なネッ トワーク形成の契機を地域 として確保することが重要であろう.

後継者世代が刺激(影 響)を 受けるようなネッ トワークをいかに形成するのか,パ ーソナルネ ット

ワークの形成には,個 人の資質も大きく影響するが,そ の形成を促進する支援も必要であろう,こ れ

まで地域農業振興を担ってきた関係機関においても,ネ ッ トワークの集積点(ハ ブ)と なる人材の発

見,育 成や さまざまな主体 と結びつけてい くコーディネー ト機能の発揮が求められている.



(註1)主 体 の意志決定,行 動に与えるその社会的関係の重要性を指摘する理論として"embeddedlless・'と い う

考え方がある,こ れについてはGranovetter〔2〕 を参照のこと。

(註2)ネ ッ トワークを新たな農村振興 のパラダイムとして捉えた研究 は多数 あるがその代表的な ものに

Murdoch〔4〕 がある.

(註3)農 村社会学の視点から個人のネ ットワーク,中 でも後継者のそれに注目したものに秋津 〔6〕があり,

そ こでは農村青年,女 性のネ ットワークを 「同輩集団」として分析 をしている,ま た,秋 津 〔7〕では,農 業者

を経営と社会 という両方のネッ トワークとの関連で捉える 「農業生活」とい う視点から分析を行っている.

(註4)① 「経営の多角化」および② 「販売チャネルの多角化」に関する質問項 目は以下である.① 「今後経営

主としてみずか ら経営に携わることになったとき,品 目を増やした り,生 産以外の部門(加 工など)を 増や した

りすることによる経営の多角化に関心がありますか」,② 「販売チャネルの多角化に関心がありますか」,

(註5)こ うした後継者の心情は,主 業的農業経営の後継者が普遍的に感 じていることと考えられる.北 海道の

十勝地域の農協青年部の一部の人々が中心となって組織 したグループである 「親父の背中を超える会」という名

称に,象 徴的されているといえよう,

(註6)調 査方法はButler,etal〔1〕 を参照した,ま た,ネ ットワーク構造の分析(ク リーク数)に はUCINET

6forWindowsを 用 いた.ク リークとは,ノ ー ドと呼ばれる主体が互いにすべて知 り合い(ノ ー ド同士がすべて

っながっている状態)の グループのことである,ネ ッ トワーク分析に関しては安田 〔13〕を参照のこと.

(註7)「 農 作業が忙 しくないときにどんなことをしていますか」という質問の回答は以下のようになってお り,

自分の時間を持っていることが窺える.回 答数93,回 答者数42,回 答数:遊 びに行 く(26),趣 味(20),ア ル

バイ ト(18),会 議 ・研修への積極的参加(15),気 になっていることを調べる(14),

(註8)開 かれたネ ットワーク構造については,例 えば増田 〔12〕を参照のこと,ま た,多 様な人々の集まり(多

様性)が 問題解決に対して優位性を持つとい うことについてはスコット・ペイジ 〔11〕を参照のこと,
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